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一
般
会
計
で
は
、
収
入
率
は

８７
・
４
㌫
、
支
出
率
は
７６
・
３
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
で
は
、
収
入
率
は

７２
・
１
㌫
、
支
出
率
は
８８
・
３
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
予
算

年
度
は
、
４
月
１
日
か
ら
３
月
３１

日
ま
で
で
す
が
、
翌
年
度
の
５
月

ま
で
を
出
納
整
理
期
間
と
し
て
、

旧
年
度
中
の
支
払
い
、
収
入
を
整

理
す
る
期
間
と
し
て
い
ま
す
。
終

了
し
た
工
事
の
支
払
い
な
ど
は
、

こ
の
期
間
に
行
い
ま
す
。
ま
た
収

入
で
も
国
・
県
の
支
出
金
や
、
市

債
は
事
業
の
完
了
後
に
収
入
す
る

た
め
、
出
納
整
理
期
間
に
収
入
の

手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　
一
般
の
民
間
企
業
と
同
様
の
経

理
を
行
う
企
業
会
計
で
は
、
水
道

事
業
会
計
の
施
設
管
理
費
用
な
ど

の
収
益
的
費
用
で
８８
・
１
㌫
、
建

設
工
事
な
ど
の
資
本
的
支
出
で

８０
・
０
㌫
が
支
出
済
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
病
院
事
業
会
計
で
は
、
医
業
費

用
な
ど
の
収
益
的
費
用
が
９２
・
５

㌫
、
施
設
整
備
な
ど
を
行
う
資
本

的
支
出
が
７９
・
０
㌫
な
ど
で
、
企

業
会
計
全
体
で
は
９０
・
８
㌫
が
支

出
済
み
と
な
り
ま
し
た
。

　　
市
債（
市
の
借
金
）と
、基
金（
市

の
貯
金
）
の
状
況
を
表
４
と
表
５

に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
市
債
は
、
一
般
会
計
で
は
、
昨

年
度
よ
り
約
３
億
８
千
万
円
減
少

し
、
借
入
の
残
高
は
、
３
５
４
億

８
８
８
６
万
円
。
特
別
会
計
、企

業
会
計
も
合
わ
せ
る
と
５
３
７
億

６
５
４
７
万
円
で
す
。
市
民
１
人

当
た
り
で
は
、
１
０
０
万
８
２
２

２
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
借
金
の

返
済
の
う
ち
、
お
よ
そ
７
割
は
地

方
交
付
税
と
し
て
国
か
ら
財
源
の

支
援
が
受
け
ら
れ
る
た
め
、
実
際

の
市
の
負
担
は
こ
の
３
割
程
度
に

な
り
ま
す
。

　
基
金
は
、
一
般
会
計
の
基
金
が

１
６
０
億
２
５
２
４
万
円
、
特
別

会
計
の
基
金
が
６
億
０
２
１
２
万

円
、
こ
の
他
に
運
用
基
金
と
企
業

会
計
の
基
金
を
合
わ
せ
る
と
１
８

０
億
８
３
０
４
万
円
と
な
り
、
市

民
一
人
当
た
り
で
は
33
万
９
０
９

７
円
と
な
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.city

.en
a.

lg.jp/

）
で
も
公
表
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
決
算

は
、
11
月
に
本
紙
で
掲
載
す
る
予

定
で
す
。 

　　
一
般
会
計
の
収
入
の
状
況
を
表

２
に
、
支
出
の
状
況
を
表
３
に
ま

と
め
ま
し
た
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
市
の
税
収

入
や
地
方
交
付
税
な
ど
は
、
見
込

み
通
り
の
収
入
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
譲
与
税
や
各
種
交
付
金
、
国

庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
市
債
な

ど
は
、
ほ
ぼ
予
算
額
通
り
収
入
で

き
る
見
込
み
で
す
が
、
出
納
整
理

期
間
に
収
入
す
る
た
め
、
低
い
収

入
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、公
債
費（
借

金
を
返
済
す
る
お
金
）
や
議
会
費

な
ど
、
主
に
定
期
的
に
決
ま
っ
て

支
出
す
る
も
の
は
、
お
お
む
ね
支

出
を
終
え
て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
費
や
土
木
費
、
教

育
費
、
災
害
復
旧
費
は
、
建
設
事

業
な
ど
を
多
く
行
っ
て
い
る
関
係

で
、
工
事
費
な
ど
は
完
了
し
て
か

ら
出
納
整
理
期
間
に
支
払
う
こ
と

が
多
い
こ
と
や
、
翌
年
度
に
繰
り

越
す
も
の
が
あ
る
た
め
、
支
出
率

は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
民
生
費

や
衛
生
費
は
、
国
民
健
康
保
険
や

介
護
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
病
院
事
業
な
ど
特
別
会
計
や

企
業
会
計
へ
の
繰
出
金
を
予
定
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
出
率
が
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
一
層
、
市
政
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
で
は
、
定
期
的
に
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
昨
年
１０
月
１
日
か
ら
本

年
３
月
３１
日
ま
で
の
半
年
間
の
予
算
の
執
行
と
基
金
、
地
方
債
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
財
務
課
（
内
線
３
５
２
）　

区分 現在高 市民 1 人当たり

一般会計 ３５４億８，８８６万円 ６６万５，４９５円

特別会計 １４６億８，０１７万円 ２７万５，２８６円

企業会計 ３５億９，６４４万円   ６万７，４４１円

市債総計 ５３７億６，５４７万円 １００万８，２２２円

区分 現在高 市民 1 人当たり
積み立てる基金 １６６億２，７３６万円 ３１万１，８００円

 一般会計の基金 １６０億２，５２４万円 ３０万０，５０９円
 特別会計の基金 ６億０，２１２万円 １万１，２９１円

運用する基金 １２億８，０２９万円 ２万４，００８円
企業会計の基金 １億７，５３９万円 ３,２８９円
基金総計 １８０億８，３０４万円 ３３万９，０９７円

予
算
の
８２
％
が
支
出
済
み

平
成
2５
年
下
半
期
　
市
の
財
政
状
況
を
公
表

　
昨
年
度
下
半
期
の
予
算
を
表
１

に
ま
と
め
ま
し
た
。
一
般
会
計
は

１１
億
１
９
２
９
万
円
の
増
額
、
特

別
会
計
は
２
億
０
４
１
１
万
円
の

減
額
、
企
業
会
計
は
９
３
８
９
万

円
の
減
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
内
訳
は
、
一

般
会
計
で
は
12
月
に
中
野
方
保
育

園
の
建
設
事
業
に
２
億
７
８
４
０

万
円
、
市
役
所
駐
車
場
の
用
地
購

入
に
３
７
６
６
万
円
、
明
智
町
の

自
主
運
行
バ
ス
の
購
入
に
３
０
０

０
万
円
な
ど
を
増
額
し
ま
し
た
。

３
月
に
は
、
国
の
経
済
対
策
関
連

事
業
で
、
東
野
の
袖そ
で

畑ば
た

笠か
さ

作づ
く
り

線せ
ん

の

整
備
、
道
路
や
橋
の
安
全
対
策
事

業
、
武
並
小
学
校
の
プ
ー
ル
改
築

事
業
な
ど
に
４
億
３
６
４
０
万
円

を
計
上
し
、
次
年
度
の
事
業
を
前

倒
し
ま
し
た
。
ま
た
将
来
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
の
市
債
の
繰
上

償
還
に
８
億
７
５
５
５
万
円
、
エ

コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
の
脱
臭
炉
補
修

工
事
に
６
０
１
３
万
円
の
増
額
を

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
２
月
の
豪

雪
に
よ
る
雪
害
対
策
な
ど
の
事
業

で
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
な
ど
へ
の
助

成
、
市
道
や
林
道
の
除
雪
と
倒
木

処
理
、
文
化
財
の
修
繕
な
ど
に

１
億
０
６
０
０
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。 

　
特
別
会
計
で
は
、
３
月
に
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
で
保
険

給
付
費
な
ど
で
２
４
６
２
万
円
を

増
額
、
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は

保
険
給
付
費
な
ど
で
１
億
２
８
９

１
万
円
減
額
し
ま
し
た
。
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
と
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
で
は
、
建
設
事
業

費
の
精
算
な
ど
を
行
い
、
合
わ
せ

て
、
１
億
３
２
５
２
万
円
の
減
額

で
し
た
。

科目 現計予算額 収入済額 収入率
市税 ６７億５，６９５ ７０億５，９３９１０４.５㌫
地方譲与税 ３億０，１９０ １億９，７０１ ６５.３㌫
利子割交付金 １，５３０ １，２６７ ８２.８㌫
配当割交付金 １，１５０ ５４４ ４７.３㌫
株式等譲渡所得割交付金 ２２０ ０ ０.０㌫
地方消費税交付金 ５億１，３６０ ５億１，１３０ ９９.６㌫
ゴルフ場利用税交付金 １億１，３３０ ９，８９６ ８７．３㌫
自動車取得税交付金 ９,６８０ ５，１２１ ５２.９㌫
地方特例交付金 ２，６２０ ２，５３１ ９６.６㌫
地方交付税 １０２億３，２６１１０７億２，６９０１０４.８㌫
交通安全対策特別交付金 ５８０ ６３８１１０．１㌫
分担金及び負担金 ３億１，２２６ ２億７，４１２ ８７.８㌫
使用料及び手数料 ４億２，２１８ ３億８，８７３ ９２．１㌫
国庫支出金 ２７億５，０７７ １７億４，８４８ ６３.６㌫
県支出金 １９億４,５２９ １０億９，２９６ ５６．２㌫
財産収入 １億０，２８３ １億１，５９１１１２．７㌫
寄付金 ４４４ ５２１１１７．３㌫
繰入金 ２億９，２７７ ２億６，８８５ ９１.８㌫
繰越金 １５億０，０２４ １５億０，０２４１００.０㌫
諸収入 ６億７，１５２ ６億２，９５１ ９３．７㌫
市債 ４０億５，１５０ １６億０，６４０ ３９．６㌫
合計 ３０１億２，９９６２６３億２，４９８ ８７．４㌫

科目 現計予算額 支出済額 支出率

議会費 ２億１,２１１ ２億０，２３６ ９５.４㌫
総務費 ５６億０，０２５ ４６億０，３４２ ８２．２㌫
民生費 ６９億３，３７２ ５１億７，２１８ ７４．６㌫
衛生費 ３２億７，６２５ １９億３，５７２ ５９．１㌫
労働費 ５，０８０ ５，０８０１００.０㌫
農林水産業費 １４億０，９５２ ９億３,３５５ ６６．２㌫
商工費 ５億０，７０１ ４億１，０１３ ８０．９㌫
土木費 ２５億９，２１１ １０億３，６２３ ４０．０㌫
消防費 ９億８，０４９ ９億２,８３４ ９４．７㌫
教育費 ３２億２，５１５ ２６億０,７６７ ８０．９㌫
公債費 ５０億４，３３５ ５０億３，４９１ ９９．８㌫
予備費 ２，６３０ ０ ０．０㌫
災害復旧費 ２億７，２９０ ７，２０３ ２６．４㌫

合計 ３０１億２，９９６２２９億８，７３４ ７６．３㌫

内訳 補正前の額 補正額 合計

一般会計 ２９０億１，０６７万円 １１億１，９２９万円 ３０１億２，９９６万円

特別会計 １５３億８，２４５万円 ▲２億０,４１１万円 １５１億７，８３４万円

企業会計 ７４億５，２６１万円 ▲９,３８９万円 ７３億５，８７２万円

合計 ５１８億４，５７３万円 ８億２，１２９万円 ５２６億６,７０２万円

表１　補正予算の状況（３月３１日現在）

※補正額には昨年度からの繰越明許費を含む。企業会計の予算額は支出予算

表２　一般会計収入の状況 表３　一般会計支出の状況

表４　市債の状況 表５　基金の状況

市
税
収
入
は
見
込
み
通
り

８
億
円
を
増
額
補
正

一
般
会
計
８７
％
収
入
済
み

市
民
１
人
当
た
り
の
市
債

残
高
は
約
１
０
１
万
円

問

≪歳入の状況≫ ≪歳出の状況≫

１５１億７,８３４

３０１億２,９９６

７１億３,４７７

１５１億７,８３４

３０１億２,９９６

７３億５,８７２

１０９億３,７２８

２６３億２,４９８

５７億７,８３５

２２９億８,７３４

１３３億９,５８８

６６億８,２０４

収入率
８７．４％

収入率
７２．１％

収入率
８１．０％

支出率
７６．３％

０ １００ ２００ ３００ ０ １００ ２００ ３００

（万円） （万円）

支出率
８８．３％

支出率
９０．８％

収入済
予算

（万円）（万円）

（億円）（億円）

全体の収入率
８２．１％

全体の支出率
８１．８％

※人口は４月１日現在の５３,３２７人を基準。端数処理のため金額が合わない場合があります

収入済
予算

収入済
予算

収入済
予算

収入済
予算

収入済
予算

一般
会計

特別
会計

企業
会計

一般
会計

特別
会計

企業
会計
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学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

医 

療

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康

財
政


